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●問い合わせ先　市選挙管理委員会事務局（合志庁舎　総務課内）☎248‒1112

　２月15日、三つの木
の家で行なわれたバー
ムクーヘン作り体験の
ひとコマです。竹にアル
ミホイルを巻き、その上
から生地を塗って、熱い
炭火で何度も重ね焼き
をしました。
　子どもたちが頑張っ
た結果、甘い香りの立派
なバームクーヘンがで
きあがりました。

ひとり親家庭のための就労支援………………………

スマイル 　 ライフ

こころの声に耳を傾けて～話せば救える「いのち」～…

素敵な人生 素敵なパートナー…………………………

人権教育シリーズ
西合志第一小学校の取り組み…………………………
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投票日 4月 12日（日）
午前７時～午後７時

※第２投票所（日向集会所）・第５投票所（恵楓園恵楓会館）は午後６時まで

熊本県議会議員一般選挙
（合志市選挙区　定数１人）

■期日前投票
期　間　４月４日（土）～11日（土）　
時　間　毎日　午前８時30分～午後８時
場　所　市役所合志庁舎・西合志庁舎

■投票できる人
・平成７年４月13日までに生まれた人
・平成27年１月２日までに住民票が作成された人（転
入届けをした人）で平成27年４月２日まで引き続き
３カ月以上住んでいる人

■投票所入場券
　無投票の可能性が見込まれる場合、４月３日の立
候補届出状況により発送を判断します。
　投票が行なわれない場合は発送しません。

■県内から転入した人
　１月３日以降、県内の他の市町村から本市に転入
した人は、「引き続き当県内に住所を有する旨の証
明書」を提示して旧住所地の市町村で投票すること
ができます。ただし、旧住所地の選挙人名簿に登録
されていない人、または１月３日以降２回以上住所
を移した人は投票できません。

と　き　  ４月３日（金）午前８時30分～午後５時
ところ  　市役所合志庁舎２階大会議室
※告示日に立候補届出のあった候補者が１人のときは、投票は行なわれません。

　選挙公報とは、候補者の氏名、政見などを選挙人に周知するため、公費で発行し、選挙人に配付する制度
です。これまでは自治会を通じて配布していましたが、未加入の人が受け取れない、期日を過ぎてから配付
されたなどの問題があったため、今回の選挙から新聞折り込みにより配付します。

【新聞を購読していない人は】
・一定期間、市ホームページで見ることができます。
・市役所両庁舎、各支所で受け取ることができます。
・事前に登録している人に郵送します。（告示日前に登録した人のみ）

※４月26日（日）は合志市議会議員一般選挙も予定しています。詳しくは４月号で案内します。

市ホームページ
http://www.city.
koshi.lg.jp/
トップ－市政情報－ 選挙　西合志体育館（第15投票区）と御代志区公民館（第16投票区）

を一つの投票所に集約し、投票所の場所を「御代志市民センター
講堂」に変更します。
　入場券に記載しますので、お間違えのないようにお願いします。

告　示　日　４月３日（金）
立候補受付

今回の選挙から 選挙公報 は 新聞折り込みで配付 します

投票区の集約により 投票所が変わります
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人材（財）バンクを
利用しませんか

自分の知識を広げたい　習いたいけど講師が見つからない
教えたい人と学びたい人をつなぐ

あなたの考えを市政に生かしませんか
　人材（財）バンクには、市の発展に貢献したい人を登録し、各種委員会
や審議会の委員（年数回、会議への出席あり）として市政に参画しても
らう制度もあります。委員就任への依頼の際には、担当課から連絡しま
す。
　その他、市が行なうまちづくり活動に関心のある人や協力できる人も
募集しています。詳細は、市ホームページをご覧ください。

ふるさとサポーターも募集中
　市外にお住まいの本市出身の人や本市にゆかりのある人で、イベント
やまちづくり、県内外でのＰＲ活動や情報提供などのお手伝いをしてく
れる人を募集しています。

人材（財）バンクとは

　市民の皆さんの地域活動を支援するため、専門知識
や技能を持ち、積極的に地域に役立てたいと思ってい
る人を登録・公表して学びたい人へ紹介する制度です。

●登録者
　指導ができる人・団体であれば、市内外を問わず誰
でも登録できます。さまざまな分野を随時募集してい
ます。ただし、宗教・政治活動を目的とする場合や営
利目的での登録はできません。

●申込方法
　登録者・利用者どちらも申込書に記入し、企画課ま
で提出してください。申込書は企画課窓口、市ホーム
ページに掲載しています。

●利用方法
①利用者は、市ホームページで人材（財）バンク登録内容
を確認し、希望の内容で企画課に利用申し込みをする。
②企画課から登録者へ確認後、利用者へ紹介する。
③登録者と利用者で詳しい内容を協議し、実施する。

●問い合わせ先
　企画課　企画広報班（合志庁舎）☎248-1813

登録者
        （知識や技能を　　
             お持ちの人）

利用者
  （学びたいと

      　　思っている人）

市人材（財）バンク
（登録者を市ホーム
　ページで公表）

学習の実施

講師紹介講師依頼

登録申込 利用申込

コミュニティバスの乗り継ぎアドバイスや沿線施設のガイド

健康のためのハーブとアロマテラピー

土壌線虫の防除の指導

着物の着付け教室

介護予防運動、健康増進運動

音声訳、障がい者補助（買い物など）、紙芝居

郷土の歴史の講話

電気通信技術の指導、体操の指導

鋼と鋳物の違いなどの鋳物についての情報提供や助言

合奏、指揮法、クラリネット技術指導

庭木の剪定指導 

書道教室、読み聞かせ、ヘルパー

メンタルヘルス対策

サッカーの指導

謡曲や仕舞の指導、能面や能装束、能の鑑賞の仕方

ボウリングの基礎、投球技術などの指導

ITの導入・運用などの支援

小規模農業と、太極拳による健康増進の指導

認知症予防教室

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

登　録　内　容
平成27年2月26日現在

※詳しくは市ホームページをご覧ください。 

“みんなですすめるまちづくり”
自治基本条例

市では、自治基本条例に基づき
「参画と協働によるまちづくり」

を進めています。
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環 

境 

通 

信

問
い
合
わ
せ
先
　 

環
境
衛
生
課
（
合
志
庁
舎
）

☎
（
２
４
８
）
１
２
０
２

　
こ
れ
ま
で
埋
め
立
て
ご
み
に
分
類
さ
れ

て
い
た
携
帯
音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
・
ド
ラ
イ

ヤ
ー
な
ど
の
小
型
の
家
電
製
品
は
、
４
月

１
日
か
ら
資
源
物
Ｂ
「
小
型
金
属
・
小
型

廃
家
電
」
と
し
て
出
す
よ
う
分
別
方
法
が

変
わ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
水
銀
体
温
計
は
元
の
容
器
に
入

れ
る
か
、
割
れ
な
い
よ
う
に
新
聞
紙
な
ど

で
包
み
、
埋
め
立
て
ご
み
の
日
に
市
販
の

透
明
な
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
３
月
か
ら
４
月
は
引
越
し
の
シ
ー
ズ
ン

で
す
。
犬
を
飼
う
と
き
は
市
役
所
へ
の
登

録
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
犬

の
住
所
が
変
更
に
な
っ
た
場
合
も
引
越
し

先
の
自
治
体
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　
届
け
出
の
際
は
、
犬
鑑
札
と
注
射
済
証

を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

　
河
川
や
海
、
用
水
路
へ
の
油
な
ど
の
流

出
事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。
主
な
発
生
源

は
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
暖
房
用
の
燃
料

タ
ン
ク
や
施
設
・
業
務
用
機
械
、
家
庭
用

オ
イ
ル
タ
ン
ク
か
ら
の
流
出
な
ど
で
す
。

　
事
故
を
起
こ
し
た
場
合
、
後
処
理
は
原

因
者
自
ら
の
責
任
で
行
な
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
油
な
ど
を
使
う
と
き
は
細
心

の
注
意
を
払
い
、
油
流
出
事
故
防
止
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

※

油
流
出
事
故
を
起
こ
し
た
り
発
見
し
た
場
合

は
、
速
や
か
に
環
境
衛
生
課
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

　
３
月
か
ら
４
月
は
転
勤
や
進
学
な
ど
で

ご
み
が
多
く
出
さ
れ
る
時
期
で
す
。
本
や

雑
誌
・
衣
類
な
ど
の
資
源
に
な
る
も
の
は
、

燃
や
す
ご
み
と
し
て
出
さ
ず
、
資
源
物
の

日
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

　
資
源
物
の
日
は
、
市
の
ご
み
収
集
予
定

表
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

水銀体温計

油
の
流
出
事
故
が
増
え
て
い
ま
す

燃
や
す
ご
み
の
量
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う

小
型
家
電
と
水
銀
体
温
計
の

　
　
　
　
　分
別
方
法
が
変
わ
り
ま
す

引
越
す
と
き
は
飼
い
犬
の

　
　
　
　
　住
所
も
変
更
し
ま
し
ょ
う

家庭から出る燃やすごみの量

平成25年度4月～12月は480ｇ

6ｇ増

平成23年度
（４月～12月）
474ｇ

平成26年度
（４月～12月）
480ｇ

（一人１日あたり）

※ごみ排出量は東部清掃工場に収集車で搬入されるご
みと直接搬入されるごみの量です。可燃性粗大ごみ
は含みません。

　
合
生
・
立
割
地
区
の
生
産
者
が
栽
培
す
る

「
Ｗ
Ｅ
米
Ⓡ

（
ウ
イ
マ
イ
）
」
を
使
用
し
た

商
品
が
、
本
市
と
包
括
協
定
を
締
結
し
て
い

る
熊
本
製
粉
株
式
会
社
か
ら
発
売
さ
れ
ま
し

た
。
Ｗ
Ｅ
米
Ⓡ

は
全
国
で
も
栽
培
量
が
少
な

く
、
食
物
繊
維
が
豊
富
で
血
糖
値
の
上
昇
を

抑
制
す
る
効
果
が
あ
る
お
米
で
す
。

　
家
庭
で
手
軽
に
パ
ン
が
で
き
る
ホ
ー
ム

ベ
ー
カ
リ
ー
用
の
「
Ｗ
Ｅ
米
Ⓡ

入
り
玄
米
粉

パ
ン
ミ
ッ
ク
ス
」
と
、
焼
き
菓
子
が
で
き
る

「
Ｗ
Ｅ
米
Ⓡ

入
り
S
O
Y
（
ソ
イ
）
バ
ー

ミ
ッ
ク
ス
」
の
２
種
類
が
あ
り
、
市
物
産
館

「
弁
天
」
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
販
売
し

て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
一
度
試
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

ＷＥ米Ⓡ入りの玄米粉パンミックスとSOYバーミックス
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コ
メ
で
血
糖
値
上
昇
を
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制

W
E
米
Ⓡ

の
米
粉
製
品
が
登
場



こんなとき

●こんなときは届け出を

市役所または年金事務所

国民年金加入者→市役所
厚生年金等加入者→勤務先

市役所

年金事務所

国民年金加入者→年金事務所
厚生年金等加入者→勤務先

どこで
国民年金に加入する（第１号被保険者
となる）

国民年金に加入する（第３号被保険者か
ら第１号被保険者へ種別が変わる）

国民年金に加入する（第２号被保険者から
第１号被保険者になる。ただし第３号被保
険者に該当する場合を除く）

変更手続きをする

免除申請をする

再発行の手続きをする

どうする
20歳になったとき
（厚生年金や共済組合加入者を除く）

第２号被保険者が60歳前に会社を退職
したとき

配偶者に扶養されていたが、配偶者が
厚生年金、共済組合を辞めたとき
第３号被保険者の収入が増えたり、離婚し
て被扶養配偶者ではなくなったとき

住所や氏名が変わったとき

保険料の免除申請をしたいとき

納付書をなくしたとき

年金手帳をなくしたとき

こんなとき

　
日
本
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
全

て
の
人
は
年
金
制
度
へ
加
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
会
社
に
勤
め
て
い
る
と
き
は
厚
生
年
金

保
険
な
ど
に
加
入
し
ま
す
が
（
第
２
号
被

保
険
者
）
、
退
職
す
る
と
60
歳
ま
で
は
国

民
年
金
に
加
入
し
ま
す
（
第
１
号
被
保
険

者
）
。
届
け
出
は
加
入
す
る
と
き
だ
け
で

な
く
、
被
保
険
者
種
別
が
変
わ
っ
た
と
き

に
も
必
要
で
す
。
　

　
届
け
出
を
し
な
か
っ
た
場
合
、
年
金
額

が
少
な
く
な
っ
た
り
、
受
け
取
れ
な
く

な
っ
た
り
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
届
け
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
第
１
号
被
保
険
者

自
営
業
者
、
学
生
、
フ
リ
ー
タ
ー
、
無

職
の
人
な
ど

●
第
２
号
被
保
険
者

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い

る
会
社
員
、
公
務
員

●
第
３
号
被
保
険
者

第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

配
偶
者

母
子
家
庭
等

高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
母
が
、
専
門
的
な

資
格
取
得
の
た
め
修
業
が
必
要
な
場
合
、

生
活
費
の
負
担
を
軽
減
す
る
給
付
金
で
す
。

●
対
象
　
次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
人

・
児
童
扶
養
手
当
受
給
中
、
ま
た
は
同
様

　
の
所
得
水
準
で
あ
る
人

・
養
成
機
関
で
２
年
以
上
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

　
ム
を
受
講
し
、
対
象
資
格
の
取
得
が
見

　
込
ま
れ
る
人

・
就
業
ま
た
は
育
児
と
修
業
の
両
立
が
困

　
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人

●
対
象
資
格
　

　
看
護
師
、
保
育
士
な
ど
33
資
格

●
支
給
額
　

訓
練
促
進
給
付
金

①
市
民
税
非
課
税
世
帯

 

月
額
１
０
０
、
０
０
０
円

②
①
以
外
の
人 

月
額
　
７
０
、
５
０
０
円

※

修
業
期
間
中
（
上
限
２
年
）、
申
請
日
の

属
す
る
月
か
ら
月
単
位
で
支
給

入
学
支
援
修
了
一
時
金

①
市
民
税
非
課
税
世
帯 

５
０
、
０
０
０
円

②
①
以
外
の
人
　
　
　 

２
５
、
０
０
０
円

※

修
了
日
を
経
過
し
た
日
以
後
に
支
給

母
子
家
庭
等

自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
母
が
、
就
業
に
結

び
つ
く
可
能
性
が
高
い
講
座
を
受
講
す
る

際
に
支
給
す
る
給
付
金
で
す
。

●
対
象
　
次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
人

・
児
童
扶
養
手
当
受
給
中
、
ま
た
は
同
様

　
の
所
得
水
準
で
あ
る
人

・
指
定
対
象
講
座
の
受
講
開
始
日
に
、
雇

　
用
保
険
法
に
よ
る
教
育
訓
練
給
付
の
受

　
給
資
格
を
有
し
て
い
な
い
人

・
当
該
教
育
訓
練
を
受
け
る
こ
と
が
適
職

　
に
就
く
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
人

●
指
定
対
象
講
座

　
雇
用
保
険
制
度
の
教
育
訓
練
給
付
の
指

定
教
育
訓
練
講
座

●
支
給
額

　
支
払
っ
た
入
学
金
、
受
講
料
の
合
計
額

の
20
％
に
相
当
す
る
額
を
支
給
。
た
だ
し
、

上
限
を
10
万
円
と
し
、
４
千
円
を
超
え
な

い
場
合
は
支
給
し
ま
せ
ん
。

※

受
講
開
始
前
に
申
請
し
、
講
座
の
指
定

　
を
受
け
な
け
れ
ば
支
給
を
受
け
る
こ
と

　
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先
　
熊
本
西
年
金
事
務
所
　 

☎
（
３
５
３
）
０
１
４
２

　
　
　
　
　
　
　
健
康
づ
く
り
推
進
課
　
国
保
年
金
班
（
西
合
志
庁
舎
）

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
（
２
４
２
）
１
１
８
３

会
社
を
退
職
す
る
と
加
入
す
る
年
金
制
度
が
変
わ
り
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
子
育
て
支
援
課
（
西
合
志
庁
舎
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
（
2
4
2
）
1
1
5
9

ひ
と
り
親
家
庭
の
た
め
の
就
労
支
援

年
金
の
届
け
出
は
忘
れ
ず
に
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熊本県農業コンクール大会
新人王部門で秀賞受賞

秀賞を受賞した三山さん（右）

　１月 29 日、熊本テルサで第 55 回熊本県農業コンクー
ル大会が開催され、スイカ農家の三山容弘さん（本村）
が新人王部門で秀賞を受賞しました。
　新人王部門は、経営・生産技術の改善に意欲的に取
り組み地域の振興発展に寄与する優秀な農業者などを
表彰するものです。三山さんは、スイカの生産技術と
経営分析やＩＴ活用による高い生産力とコスト抑制な
どが評価され、今回の受賞となりました。

振り込め詐欺に注意
詐欺被害防止で感謝状

感謝状を贈られた古閑さん（中央）

　１月 29 日、振り込め詐欺の被害を防止したとして、
大津警察署長から熊本銀行菊南支店の行員、古閑祥子
さんに感謝状が贈られました。これは、同月中旬、本
市に住む高齢者の高額な振り込みを不審に思った古閑
さんが、警察に通報し事件を未然に防いだ功労が認め
られたものです。
　市内でも、特殊詐欺被害が増えています。「私は大
丈夫」と考えず、必ず周りの人や警察に相談しましょう。

すずかけ台地域交流の拠点
居場所づくりの家「よんなっせ」が開所

上）健康体操で楽しく介護予防
左）交流会で仲間づくり
下）よんなっせを運営するぽっか

ぽかすずかけの皆さん

　２月１日、すずかけ台で、居場所づくりの家「よん
なっせ」の開所式が行なわれました。これは、市まち
づくり事業提案制度で事業認定を受けた「ぽっかぽか
すずかけ」（佐藤昭男代表）が、空き家を活用して地
域住民による高齢者・子ども・障がい者などの生活支
援事業の活動拠点として開所したものです。気軽に立
ち寄ってもらい、孤立防止や介護予防を目的とするほ
か、スタッフとして活動する高齢者の居場所づくりに
も活用されます。
　現在、ぽっかぽかすずかけには利用会員 65 人、協
力会員 35 人が登録しており、開所式には約 80 人が参
加しました。会員として夫婦で利用している吉住和子
さん（72）は「近くに出来て嬉しい。これまでは月１
回お出かけの行事に参加していたが、これからは今以
上に参加したい」と笑顔で話してくれました。

広報２月号９ページ「まちづくり事業認定」の記事に誤り
がありました。お詫びして訂正します。
【誤】ふら～っときなっせ
【正】よんなっせ



地域福祉の向上に貢献
熊本県社会福祉功労者表彰

DVや児童虐待などの相談窓口
女性・子ども支援センターの設置を提言

表彰された成瀬さん協議会の代表者から市長に提言書が提出されました

　２月３日、県庁で熊本県社会福祉功労者表彰が行な
われ、市社会福祉協議会事務局長の成瀬裕二さん（黒
石）が受賞しました。
　成瀬さんは、25 年間にわたり同協議会に勤務。現在
は市保健福祉センターふれあい館を活動拠点として各
種福祉サービスや相談活動、ボランティアや市民活動
の支援など、地域の人が住み慣れたまちで安心して生
活できるよう地域福祉の向上に取り組んでいます。

　２月 10 日、女性・子育て支援政策検討協議会の代
表者が、女性や子どもに関する相談体制や支援体制な
どの検討結果を提言書として市長に提出しました。
　提言書には、専任職員や社会福祉士、精神保健福祉
士などの専門職員の配置、学校や関係機関との連携、
地域で見守りができるようなネットワークづくりなど
の核となる女性・子ども支援センターの設置などが盛
り込まれています。

マンガ・アニメ・ゲーム・映画制作で市を盛り上げよう
合志市コンテンツ産業シンポジウムを開催

1.加藤雅章さん　2.5.さまざまな意見が飛び出したパネルディスカッ
ション　3.4.迫力ある映像とパネラーの話に引きつけられる客席　
6.中川沙樹さん

　２月７日、御代志市民センターで市コンテンツ産業シ
ンポジウムを開催しました。これは、都市部に集中する
コンテンツ産業（映像･音楽･ゲーム･書籍などの制作･流
通を担う産業）を、将来的に地方に誘致するきっかけづ
くりとして行なったものです。
　第１部では、テレビで見かける数多くのＣＭや映画を
手掛ける株式会社ロボットの加藤雅章さんが講演。「映
像の新しいコミュニケーション」をテーマに、映像を交
えながら映画制作への思いや裏話を語りました。
　第２部では本市出身のマンガ家、中川沙樹さんのゲス
トトークが行なわれ、本市で過ごした幼少期から現在に
至るまでや、漫画家の仕事についてインタビュー。後半
のパネルディスカッションではマンガ・アニメ関連の各
分野で活躍するパネリストを招き、本市への企業誘致や
地方でのビジネス展開の可能性と、若者を対象とした人
材育成について活発な討議が行なわれました。

１ 2

3 4

5 6



歯
周
疾
患
検
診
は

お
済
み
で
す
か

合
志
市
内
中
小
企
業
等

新
入
社
員
合
同
研
修
会

合
志
市
奨
学
資
金
貸
付
制
度

区
　
分

大学の学生・専門学校生
高等専門学校の第４学年
以上の学年に在学する学
生を含む

高等学校の生徒
高等専門学校の第３学年
以下の学年に在学する学
生を含む

国公立 私立 国公立 私立

金
　
額

月額
23,000円

月額
30,000円

月額
20,000円

月額
23,000円

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
の
ま
ち
へ

▼
貸
付
金
額

 

▼
提
出
書
類　

①
奨
学
資
金
申
請

書
②
奨
学
生
推
薦
書
③
保
証
書

（
連
帯
保
証
人
２
人
）
④
家
族
調

書
⑤
家
族
全
員
の
住
民
票
（
世
帯

主
・
続
柄
の
記
載
の
あ
る
も
の
）

⑥
家
族
全
員
の
所
得
証
明
書
⑦
在

学
証
明
書

▼
申
請
期
間

　

４
月
１
日
（
水
）
〜
30
日
（
木
）

　

学
校
教
育
課
ま
で
提
出

※ 

制
度
や
書
類
の
書
き
方
に
つ
い

て
個
別
に
説
明
し
ま
す
の
で
、

申
請
希
望
者
は
学
校
教
育
課
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課 

総
務
施
設
班

　
（
西
合
志
庁
舎
） 　

　

☎（
２
４
２
）１
１
１
２

　

昨
年
10
月
か
ら
水
痘
と
成
人

用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
が
定
期

接
種
に
な
り
ま
し
た
。
対
象
者

に
は
９
月
に
通
知
し
て
い
ま
す
。

接
種
期
限
は
３
月
31
日
（
火
）
で

す
。
未
接
種
の
人
は
早
め
に
受

け
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
本
年
度
対
象
と
な
る
人

は
接
種
期
限
を
過
ぎ
る
と
任
意
接

種
（
自
己
負
担
で
の
接
種
）
と
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

水
痘
予
防
接
種

▼
対
象　

接
種
時
点
で
３
歳
以
上

５
歳
未
満

▼
回
数　

１
回

▼
個
人
負
担
金　

無
料

※ 

水
痘
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る

人
、
過
去
に
接
種
し
た
こ
と
が

あ
る
人
は
公
費
接
種
の
対
象
外

と
な
り
ま
す
。

成
人
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

▼
対
象

　

平
成
27
年
４
月
１
日
時
点
で

65
・
70
・
75
・
80
・
85
・
90
・

95
・
100
歳
以
上
の
人

　

市
内
中
小
企
業
の
新
規
採
用
社

員
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
開
催

し
ま
す
。

▼
と
き　

４
月
10
日
（
金
）

　

午
前
10
時
〜

▼
と
こ
ろ　

　

ヴ
ィ
ー
ブ
ル
２
階
研
修
室

▼
対
象　

市
内
に
事
業
所
を
有
す

る
中
小
企
業
な
ど
の
採
用
後
１
年

未
満
の
社
員
（
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

講
習
会
は
、
採
用
後
１
年
以
上
の

人
も
参
加
で
き
ま
す
）

▼
内
容

　

午
前　

社
会
情
勢
な
ど
の
講
義

　

午
後　

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
講
習
会

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
期
限　

４
月
６
日
（
月
）

　

申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
振
興
課
（
合
志
庁
舎
）

　

☎（
２
４
８
）１
１
１
５

　

市
商
工
会

　

☎（
２
４
２
）０
７
３
３

　

市
内
で
は
、
平
成
24
〜
26
年
ま

で
の
３
年
間
で
４
件
の
交
通
死
亡

事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
全

て
が
夕
暮
れ
か
ら
夜
間
の
時
間
帯

▼
回
数　

１
回

▼
個
人
負
担
金　

３
、０
０
０
円

※ 

過
去
に
１
回
で
も
肺
炎
球
菌
予

防
接
種
を
受
け
た
人
は
対
象
外

と
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
推
進
課

　

健
康
推
進
班
（
西
合
志
庁
舎
）

　

☎（
２
４
２
）１
１
８
３

　

歯
周
病
や
虫
歯
な
ど
の
予
防

に
は
専
門
医
に
よ
る
定
期
的
な

チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
で
す
。
対
象
者

に
は
昨
年
５
月
に
通
知
し
て
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
お
口
の
健
康
を

見
直
し
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象

　

平
成
26
年
４
月
１
日
時
点
で

35
・
40
・
50
・
60
・
65
歳
の
人

▼
と
こ
ろ　

市
内
委
託
歯
科
医
院

▼
内
容　

歯
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、

歯
肉
検
査
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導

▼
料
金　

無
料

▼
持
っ
て
く
る
も
の

　

受
診
券（
は
が
き
）、健
康
保
険
証

※ 

受
診
券
を
紛
失
し
た
人
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
受
診
期
限　

３
月
31
日
（
火
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
推
進
課　

　

健
康
推
進
班
（
西
合
志
庁
舎
）

　

☎（
２
４
２
）１
１
８
３

　

向
学
心
に
富
み
有
能
な
素
質
を

有
す
る
学
生
・
生
徒
で
経
済
的
理

由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な
人
に
奨

学
金
の
貸
し
付
け
を
行
な
い
ま
す
。

▼
資
格

・ 

奨
学
生
の
保
護
者
が
市
民
で
あ

る
こ
と

・ 

大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
高
等

学
校
、
専
門
学
校
に
在
学
中
で

あ
る
こ
と

・ 

経
済
的
理
由
で
学
費
の
支
払
い

が
困
難
で
あ
る
こ
と

・ 
日
本
学
生
支
援
機
構
、
そ
の
他

（
地
方
公
共
団
体
・
公
益
法
人
・

学
校
法
人
な
ど
）
の
奨
学
金

の
貸
し
付
け
を
受
け
て
い
な

い
こ
と

▼
条
件

・ 

貸
付
利
率
は
無
利
子

・ 

貸
付
金
の
償
還
が
遅
滞
な
く
で

き
る
こ
と

・ 

滞
納
し
た
場
合
、
延
滞
利
息
が

生
じ
る

▼
貸
付
期
間　

奨
学
生
が
在
学
す

る
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で

期
限
間
近
　
水
痘(
水
ぼ
う
そ
う)

・

成
人
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

お
知
ら
せ

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

IN
F
O
R
M

A
T
IO

N



非
常
勤
職
員
募
集

（
歯
科
衛
生
士
）

合
志
吹
奏
楽
団
「
響
」

第
₁₁
回
定
期
演
奏
会

募
　
集

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

子
育
て
教
室
受
講
者
募
集

南
ヶ
丘
小

学
童
保
育
支
援
員
募
集

インフォメーション I N FORMAT I ON

に
、
歩
行
中
の
高
齢
者
が
自
動
車

に
は
ね
ら
れ
た
事
故
で
し
た
。
県

下
で
も「
高
齢
者
」「
歩
行
中
」「
夜

間
」
の
事
故
が
非
常
に
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

夕
方
や
夜
間
に
運
転
す
る
と
き

は
早
め
に
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
道
路
を
歩
く
と

き
や
自
転
車
に
乗
る
と
き
な
ど
は

必
ず
反
射
材
を
着
用
し
、
横
断
す

る
際
は
ゆ
と
り
を
も
っ
て
渡
り
ま

し
ょ
う
。

　

家
庭
や
地
域
で
も
声
を
掛
け
合

い
、
死
亡
事
故
ゼ
ロ
の
ま
ち
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

交
通
防
災
班

　
（
合
志
庁
舎
）

　

☎（
２
４
８
）１
１
１
２

　

平
成
27
年
度
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保

険
の
加
入
受
け
付
け
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。
万
一
の
け
が
や
賠
償
責
任

に
備
え
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象　

　

５
人
以
上
で
活
動
す
る
団
体

▼
保
障
の
対
象　

　

団
体
で
の
活
動
中
お
よ
び
団
体

活
動
へ
の
往
復
中
の
事
故
の
保
障

▼
保
険
の
内
容

　

傷
害
保
険
・
賠
償
責
任
保
険
・

　

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解

し
、
自
分
の
で
き
る
範
囲
で
認
知

症
の
人
や
家
族
を
応
援
す
る
の
が

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
で
す
。
こ
の

機
会
に
、
認
知
症
に
つ
い
て
正
し

く
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

３
月
20
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

市
役
所
西
合
志
庁
舎

　

３
階
大
会
議
室

▼
対
象　

市
民

▼
内
容　

認
知
症
の
症
状
・
支
援

方
法
・
診
断
・
治
療
・
接
す
る
と

き
の
心
構
え
な
ど

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
期
限　

３
月
19
日
（
木
）

　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
者
支
援
課

　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
班

　
（
西
合
志
庁
舎
）

　

☎（
２
４
２
）１
１
２
４

　

乳
幼
児
か
ら
高
校
生
の
お
子
さ

ん
を
持
つ
親
を
対
象
に
実
施
し
ま

す
。
今
回
は
「
思
う
通
り
に
な
ら

な
い
子
育
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
生

活
倫
理
相
談
士
に
よ
る
解
説
や
子

育
て
悩
み
相
談
を
行
な
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
子
ど
も
の
本
質
・

親
の
あ
り
方
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

３
月
21
日
（
土
・
祝
）

　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

▼
と
こ
ろ　

須
屋
公
民
館

　
（
須
屋
１
０
８
５
番
地
１
）

▼
参
加
費　

無
料
（
申
込
不
要
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

家
庭
倫
理
の
会
熊
本
東

　

合
志
支
部　

福
田

　

☎
０
９
０（
１
９
７
９
）３
９
２
８

▼
業
務
内
容

　

放
課
後
児
童
の
保
育
。
児
童
に

対
す
る
遊
び
を
主
と
し
た
生
活
指

導
、
健
康
管
理
と
安
全
管
理

▼
募
集
人
数　

１
人

▼
応
募
資
格　

高
卒
以
上

▼
年
齢　

不
問

▼
勤
務
場
所　

　

南
ヶ
丘
小
学
童
保
育

　

な
か
よ
し
ク
ラ
ブ

　
（
南
ヶ
丘
小
学
校
敷
地
内
）

▼
勤
務
時
間

　

平
日　

正
午
〜
午
後
７
時

　

 

長
期
休
暇
中　

午
前
８
時
〜
午
後
７
時

※
い
ず
れ
も
シ
フ
ト
制
で
す
。

▼
報
酬　

時
給
８
１
０
円

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

南
ヶ
丘
小
学
童
保
育

突
然
死
埋
葬
費
用
保
険

▼
掛
け
金

・
中
学
生
以
下
…
年
額
８
０
０
円
〜

・ 

高
校
生
以
上
…
活
動
内
容
に

よ
っ
て
金
額
が
異
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会

　

熊
本
県
支
部

　

☎（
２
１
３
）９
０
１
５

　

吹
奏
楽
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
か
ら

ポ
ッ
プ
ス
曲
ま
で
幅
広
い
音
楽
を

演
奏
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ゲ
ス
ト
に
陸
上
自
衛
隊

第
８
音
楽
隊
の
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス

タ
ー
で
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
奏
者
の
池

福
大
さ
ん
を
迎
え
、
コ
ラ
ボ
ス

テ
ー
ジ
を
行
な
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼
と
き

　

３
月
29
日
（
日
）

　

開
場　

午
後
１
時

　

開
演　

午
後
１
時
30
分

▼
と
こ
ろ

　

ヴ
ィ
ー
ブ
ル
文
化
会
館

▼
入
場
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

合
志
吹
奏
楽
団
「
響
」
大
久
保

　

☎
０
９
０（
５
４
８
１
）６
７
７
１

▼
業
務
名

　

フ
ッ
化
物
洗
口
実
施
補
助

▼
業
務
内
容　

市
内
小
・
中
学
校

へ
の
薬
剤
、消
耗
品
の
準
備
と
搬
送
、

学
校
内
で
の
洗
口
実
施
補
助

▼
募
集
人
数　

３
人

▼
条
件
資
格　

歯
科
衛
生
士
、
普

通
自
動
車
免
許

▼
勤
務
場
所　

市
役
所
西
合
志
庁

舎
、
市
内
10
小
・
中
学
校

▼
勤
務
時
間

　

週
29
時
間
未
満

　

午
前
８
時
30
分
〜

　

午
後
３
時
15
分

▼
報
酬　

日
額
７
、１
２
０
円

▼
申
込
方
法　

申
込
書
（
学
校
教

育
課
に
有
）
と
写
真
付
き
履
歴
書

を
学
校
教
育
課
へ
提
出

▼
申
込
期
限　

３
月
16
日（
月
）

▼
任
用
期
間

　

４
月
１
日（
水
）〜

　

平
成
28
年
３
月
31
日
（
木
）

▼
選
考
方
法　

書
類
審
査
と
面
接

▼
そ
の
他　

雇
用
保
険
に
加
入

　
（
個
人
負
担
あ
り
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課　

学
務
指
導
班

　
（
西
合
志
庁
舎
）

　

☎（
２
４
２
）１
２
３
０

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

加
入
し
ま
し
ょ
う



第
₂₇
回
熊
本
県
シ
ル
バ
ー

ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会

第
₁₄
回
く
ま
も
と
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会

熊
本
い
の
ち
の
電
話

相
談
員
養
成
講
座

合
志
南
小

学
童
保
育
支
援
員
募
集

手
話
奉
仕
員
養
成
事
業

インフォメーション I N FORMAT I ON

　

高
齢
者
の
健
康
・
生
き
が
い
づ

く
り
を
目
的
に
、シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー

ツ
交
流
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き

　

５
月
12
日
（
火
）
〜
22
日
（
金
）

▼
と
こ
ろ　

　

県
民
総
合
運
動
公
園
な
ど

▼
競
技
種
目　

　

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
、
ペ
タ
ン

ク
、
健
康
マ
ラ
ソ
ン
、
弓
道
な
ど

16
種
目

▼
参
加
資
格　

県
内
在
住
で
、
平

成
28
年
４
月
１
日
時
点
で
60
歳
以
上

の
人（
昭
和
31
年
４
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
）

　

健
康
マ
ラ
ソ
ン
女
子
は
50
歳
代

の
人
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
参
加
費　

　

個
人
競
技
は
１
人
７
０
０
円
、

団
体
競
技
は
種
目
に
よ
り
金
額
が

異
な
り
ま
す
。

※ 

競
技
種
目
な
ど
、
詳
し
く
は
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
方
法　

高
齢
者
支
援
課

（
西
合
志
庁
舎
）、
市
社
会
福
祉
協

議
会
に
置
い
て
あ
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限　

３
月
23
日
（
月
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

　

☎（
３
５
４
）３
０
８
３

・
水
泳

　

ア
ク
ア
ド
ー
ム
く
ま
も
と

②
５
月
17
日
（
日
）

・
陸
上

　

県
民
総
合
運
動
公
園

　

陸
上
競
技
場

・
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

　

県
民
総
合
運
動
公
園

　

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場

・
卓
球
（
Ｓ
Ｔ
Ｔ
含
む
）

　

県
身
体
障
が
い
者

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
体
育
館

・
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

　

県
民
総
合
運
動
公
園

　

ス
ポ
ー
ツ
広
場

・
ボ
ウ
リ
ン
グ

　

ワ
ン
ダ
ー
ボ
ウ
ル
南
熊
本

▼
参
加
資
格

①
県
内
に
住
所
を
有
す
る
人
ま
た

は
県
内
の
施
設
、
学
校
な
ど
に

在
籍
し
て
い
る
人

②
13
歳
以
上

（
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
）

③
身
体
障
が
い
の
部

身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者

④
知
的
障
が
い
の
部

療
育
手
帳
所
持
者
ま
た
は
取
得
の

対
象
に
準
ず
る
障
が
い
の
あ
る
人

▼
申
込
期
限

　

３
月
12
日
（
木
）
午
後
１
時

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課　

障
が
い
福
祉
班

（
西
合
志
庁
舎
）

☎
（
２
４
２
）
１
１
４
９

　

平
日　

午
後
２
時
〜
６
時

　

☎（
２
４
８
）８
８
８
９

　

熊
本
い
の
ち
の
電
話
は
、
自
殺

予
防
を
目
的
に
悩
め
る
人
か
ら
の

電
話
相
談
を
受
け
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
で
、
１
日
平
均
50
件

の
相
談
を
３
６
５
日
24
時
間
体
制

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

生
き
る
こ
と
へ
の
葛
藤
を
抱

え
、
苦
し
ん
で
い
る
人
を
支
え
続

け
て
い
く
た
め
に
、
電
話
相
談
員

養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き

　

５
月
12
日
（
火
）
開
講

　

毎
週
火
曜
日

　

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

　
（
講
義
中
心
）

前
期　

５
月
〜
10
月

後
期　

10
月
〜
３
月

▼
と
こ
ろ　

熊
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

　
（
熊
本
市
中
央
区
新
町
１ ︲

３ ︲

８
）

▼
対
象　

23
歳
以
上

▼
募
集
人
数　

40
人

▼
受
講
料　

各
期
１
５
、０
０
０
円

※ 

後
期
は
別
途
１
泊
研
修
費
と
し

て
８
、０
０
０
円
必
要
で
す
。

▼
募
集
期
限　

４
月
30
日
（
木
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
い
の
ち
の
電
話
事
務
局

　

☎（
３
５
４
）４
３
４
３

　

な
か
よ
し
ク
ラ
ブ　

前
田

　

平
日　

午
後
１
時
30
分
〜
６
時

　

☎（
２
８
８
）２
８
４
４

▼
業
務
内
容

　

放
課
後
児
童
の
保
育
。
児
童
に

対
す
る
遊
び
を
主
と
し
た
生
活
指

導
、
健
康
管
理
と
安
全
管
理

▼
募
集
人
数　

４
人

▼
応
募
資
格

　

保
育
士
、幼
稚
園
・
小
中
学
校
教

諭
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す
る
人

▼
年
齢　

不
問

▼
勤
務
場
所　

　

合
志
南
小
学
童
保
育

　

ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ

　
（
合
志
南
小
学
校
敷
地
内
）

▼
勤
務
時
間　

　

平
日　

正
午
〜
午
後
７
時

長
期
休
暇
中 

午
前
８
時
〜
午
後
７
時

※
い
ず
れ
も
５
時
間
程
度

　

日
数
・
時
間
は
応
相
談

▼
報
酬

・
研
修
期
間
（
１
カ
月
）

　

時
給
７
５
０
円

・
そ
れ
以
降

　

時
給
７
９
０
円
〜

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

合
志
南
小
学
童
保
育

　

ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ

　

大
山
・
奴
田
原
（
ぬ
た
は
ら
）

　

意
思
疎
通
支
援
を
行
な
う
手
話

通
訳
者
を
養
成
し
ま
す
。

▼
講
座
の
内
容

・
入
門
課
程
（
18
日
程
度
）

　

４
月
８
日
〜
８
月
12
日

　

毎
週
水
曜
日 

午
後
７
時
〜
９
時

・
基
礎
課
程
（
28
日
程
度
）

　

９
月
２
日
〜

　

平
成
28
年
３
月
30
日

　

毎
週
水
曜
日 

午
後
７
時
〜
９
時

▼
と
こ
ろ　

ヴ
ィ
ー
ブ
ル

▼
受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

な
ど
約
７
、２
０
０
円
は
自
己
負
担
）

▼
受
講
資
格　

高
等
学
校
卒
業
以

上
の
学
力
を
有
し
、
手
話
通
訳
活

動
を
目
指
す
人

※
基
礎
課
程
受
講
者
は
入
門
課
程

を
履
修
さ
れ
た
人
に
限
り
ま
す
。

▼
申
込
方
法

講
座
初
日
に
テ
キ
ス
ト
代
を
添
え

て
会
場
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
ろ
う
者
福
祉
協
会 

松
永

　

☎（
３
８
３
）５
５
８
７

　

 FAX（
３
８
４
）５
９
３
７

▼
と
き
・
と
こ
ろ

①
４
月
26
日
（
日
）

●3月の休館日は

　12日（木）

お
詫
び
と
訂
正

　
広
報
２
月
号
36
ペ
ー
ジ
「
合
志

市
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク
リ
レ
ー
マ

ラ
ソ
ン
２
０
１
５
」
の
記
事
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
正
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

【
誤
】
高
校
生
以
上
は
無
料

【
正
】
高
校
生
以
下
は
無
料

艶やかな
ひな人形がお目見え

3月中はロビーにひな人形を飾ります。ぜひご覧ください。

フェイスブック始めました
お得情報も配信中です。ぜひご覧ください。

ユーパレス弁天

営業時間 
温　泉…………………午前10時～午後11時 
プール…………………午前10時～午後9時 
トレーニングジム……午前10時～午後9時
レストラン……………午前11時～午後9時
物産館…………………午前9時～午後7時

野々島2441－1　☎348‒2626 
ホームページ http://www.u-benten.jp/

●3月の回数券の日
5日（木）、15日（日）
19日（木）、25日（水）

3月のイベント カラオケ大会
●と　き　3月19日（木）　午後1時～
●参加費　2,500円（温泉入浴券付き）
　※窓口または電話でお申し込みください。当日申込可



　

本
市
に
は
開
拓
記
念
碑
、
道
路

改
修
記
念
碑
、
禁
酒
記
念
碑
、
歌

碑
、
句
碑
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
記
念

碑
が
あ
り
ま
す
。
今
回
か
ら
そ
う

し
た
記
念
碑
を
紹
介
し
て
い
き
ま

す
。

　

今
回
紹
介
す
る
記
念
碑
は
、
再

春
荘
病
院
の
官
舎
の
道
一
つ
隔
て

た
東
側
に
建
っ
て
い
ま
す
。当
地
、

黒
石
原
に
肥
後
農
友
会
実
習
所
を

開
い
た
「
昭
和
の
農
聖
」
松
田
喜

一
翁
（
１
８
８
７
〜
１
９
６
８
）

の
偉
業
を
讃
え
、
昭
和
15
年

（
１
９
４
０
）
に
菊
池
郡
農
友
会

が
建
て
た
も
の
で
す
。

　

碑
文
に
は
「
…
其
ノ
徒
ニ
空
理

空
論
ニ
馳
セ
テ
実
地
ニ
身
ヲ
以
テ

垂
範
指
導
ス
ル
者
ナ
キ
ニ
之
ニ
由

ル
ト
先
生
乃
チ
断
然
決
意
シ
テ
実

際
上
ニ
立
脚
セ
ル
実
学
自
営
ノ
農

士
道
場
ヲ
設
立
シ
以
テ
終
生
ヲ
農

業
報
国
ニ
捧
ゲ
ン
コ
ト
ヲ
期
シ

二
十
八
町
歩
ノ
地
ヲ
城
北
不
毛
ノ

黒
石
原
ニ
…
肥
後
農
友
会
農
事
実

習
所
ヲ
創
立
シ
更
ニ
二
分
所
ヲ
置

キ
七
十
余
町
ノ
大
農
場
ト
為
シ
大

正
九
年
四
月
九
日
百
余
名
ノ
子
弟

ヲ
収
容
シ
…
」
と
あ
り
ま
す
。

　

松
田
喜
一
は
、
明
治
20
年

（
１
８
８
７
）
旧
豊
川
村
（
現
宇

城
市
松
橋
町
）
生
ま
れ
。
県
立
農

業
学
校
（
現 

県
立
熊
本
農
業
高

等
学
校
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卒
業
後
、
い
く
つ
か
の

農
業
関
係
の
職
業
を
経
験
し
て
明

治
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年
（
１
９
１
１
）
に
熊
本
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農
事
試
験
場
の
技
師
と
な
り
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業
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研
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し
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松
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食
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術
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発
展
に
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献
し
ま
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た
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農
友
会
実
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入
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お
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と
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２
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号
36
ペ
ー
ジ
「
合
志

市
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ー
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ー
ク
リ
レ
ー
マ

ラ
ソ
ン
２
０
１
５
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の
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事
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り
が
あ
り
ま
し
た
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次
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り
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艶やかな
ひな人形がお目見え

3月中はロビーにひな人形を飾ります。ぜひご覧ください。

フェイスブック始めました
お得情報も配信中です。ぜひご覧ください。

艶やかな
ひな人形がお目見え

3月中はロビーにひな人形を飾ります。ぜひご覧ください。

ユーパレス
ひな人形がお目見え

3月中はロビーにひな人形を飾ります。ぜひご覧ください。

艶やかな
ひな人形がお目見え

3月中はロビーにひな人形を飾ります。ぜひご覧ください。

ユーパレス弁天

営業時間 
温　泉…………………午前10時～午後11時 
プール…………………午前10時～午後9時 
トレーニングジム……午前10時～午後9時
レストラン……………午前11時～午後9時
物産館…………………午前9時～午後7時

野々島2441－1　☎348‒2626 
ホームページ http://www.u-benten.jp/

●3月の回数券の日
5日（木）、15日（日）
19日（木）、25日（水）

3月のイベント カラオケ大会
●と　き　3月19日（木）　午後1時～
●参加費　2,500円（温泉入浴券付き）
　※窓口または電話でお申し込みください。当日申込可
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ころの声に耳を傾けて ～話せば救える「いのち」～こ

　平成25年の統計をみると、男女別では男性が全体の
半数以上を占めており、年齢別では40～50歳代の中高
年と高齢者が多くみられます。
　自殺には、こころや体の健康問題、経済問題、家庭
問題、仕事問題などさまざまなことが関係していま
す。こころのバランスが崩れると、追い詰められ、誰
にも相談できないままになってしまう人がいます。
　あなた自身やあなたの身近な人のこころの声に耳を
傾けてみてください。

　平成2 5年の県内の自殺者数は前年より7 2人
（16.1％）減少し、376人（警察庁「自殺統計」）でし
た。減少傾向ではありますが、毎日おおむね１人の人
が自ら命を絶っているという深刻な状況です。
　例年３月に自殺をする人が多いことから、３月を自
殺予防月間としています。

こんな状況のときは、うつ病になっている可能性があります
早めに医療機関や相談機関へ相談しましょう

□　気分が沈む、自分を責める、仕事の能率が落ちるなどの症状が出ている

□　原因不明の体の不調が続いている

□　以前に比べて飲酒の量が増えている

□　身の安全や健康に無頓着になっている

□　大きな失敗をする、仕事の負担が急に増える、追い詰められている

□　職場や家庭でサポートが得られない、孤立している

□　職や地位、家族、財産など、本人にとって価値のあるものを失う

□　重症の身体の病気にかかる

□　死にたい、早く楽になりたいなど口にするようになる

□　自分を傷つける行為をする

～19歳
9人

（2.4%）
20～29歳
35人

（9.3%）

30～39歳
48人

（12.8%）

40～49歳
55人

（14.6%）50～59歳
64人

（17.0%）

60～69歳
65人

（17.3%）

80歳～
50人

（13.3%）

熊本県自殺者の年齢別内訳（平成25年）

出典：熊本県の自殺の概要

出典：熊本県精神保健福祉センターパンフレット

出典：熊本県リーフレット「We are here! 」／作成：伊藤　華野（臨床心理士）

熊本県自殺者数の年次推移
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こころを落ち着けたいときは試してみましょう

相談機関一覧

背筋をすっと伸ばし、
耳を親指と人差し指で
左右に軽く引っ張りま
しょう。

両手を前に組んで円を
つくります。背中を丸
めて肩甲骨を広げ、あ
ごとのどを近づけま
す。お腹から「う～」
と声を出しましょう。

頭の後ろで両手の中指
を組み、引っ張り合う
ようにして肩甲骨を寄
せます。薄目で遠くを
見つめて「い～」と声
を出しましょう。　

手のひらを上に向けて
座り、「あ～」と声を
出しながら息を吐きま
す。次に口を閉じて鼻
でゆっくりと深呼吸を
し、その状態を続けま
しょう。

姿勢はまっすぐ

姿勢はまっすぐ

１ ２

3 4

70～79歳
50人

（13.3%）

～健康・福祉・子育て情報～

スマイル    ライフ

～健康・福祉・子育て情報～
スマイル    ライフ
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問い合わせ先　健康づくり推進課　健康推進班（西合志庁舎）☎242‒1183

平日　午前10時～午後4時

平日　午前9時～午後5時

平日　午前9時～午後4時

平日　午前8時30分～午後5時15分

平日　午前8時30分～午後5時15分

平日　午前8時30分～午後5時15分

平日　午前8時30分～午後5時15分

毎日　午前10時～午後10時

毎日24時間

平日　午前9時～午後4時

☎248-5442

☎383-0999

☎325-8080

☎242-1240

☎381-4454

☎242-1183

☎0968-25-4138

☎285-6688

☎353-4343
　   0120-738-556

☎386-1166

市消費生活センター（総務課内）

県消費生活センター

高齢者総合相談センター
（シルバー１１０番）

市女性相談窓口（子育て支援課内）

県女性相談センター

市役所
（健康づくり推進課　健康推進班）

菊池保健所

熊本こころの電話

熊本いのちの電話
※毎月10日はフリーダイヤル

県精神保健福祉センター

心の悩み相談

心の健康相談

女性相談

消費者生活に関する相談

高齢者に関する相談
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一般書

児童書
　スコット親子、	 	
　　　　　日本を駆ける

すがたをかえる	 	
たべものしゃしんえほん④
チーズができるまで

　チャールズ・Ｒ・スコット　著
紀伊國屋書店　刊

宮崎　祥子　著
岩崎書店　刊

　仕事で忙しく世界を飛び回る著
者が“人生の目標リスト”の 1 つ
として「子どもたちとの夢の冒険」
を計画。ここから始まる 8 歳の息
子との 67 日間の日本自転車縦断

4,000 キロの旅。約 1 年の準備期間から、旅先での出会い・
トラブルなどさまざまな経験を重ね、親子はたくましく成長
していく。
　この本が豊かな人生を考えるきっかけとなってくれるかも
しれない。カバー写真の２人の笑顔と珍しい自転車にも注目。

　そのまま飲んでもおいしい牛乳
がチーズに加工されるまで。牛舎
の乳搾りから始まり、職人による

丁寧な手仕事で姿が変わっていく様子が、大きな写真にユー
モアのある解説、ワンポイントの吹き出しで楽しく学べる一
冊。
　シリーズに、とうふ・みそ・かまぼこ・パン・しょうゆ・お
茶ができるまで。

市立図書館ホームページ蔵書検索　http://www.koshi-lib.jp/
携帯電話からの蔵書検索　http://www.koshi-lib.jp/_m/

QRコード
対応機種で
利用できます

新刊お薦め新着
new title

本

西合志図書館
マインドシアター
と　き　３月 28 日（土）午後 2 時～
ところ　集会室
題　名　「ピノキオ」
おはなし会
と　き　毎週土・日曜日　午後 2 時～
ところ　おはなしの部屋
※３月 28 日（土）はありません。
★３月 15 日（日）は、
　「小学生のためのおはなし会」です。

合志図書館
おはなし会
と　き　毎週土曜日 　午後 2 時 30 分～
ところ　おはなしコーナー

赤ちゃんのためのラッコちゃんおはなし会
と　き　毎月第 3 木曜日　午前 11 時～
　　　　（30 分程度）
ところ　	ヴィーブル 1 階 

福祉会館　休養娯楽室

図書館だより
それでも前へ進む 伊集院　静　著
疾風ロンド 東野　圭吾　著
複合捜査 堂場　瞬一　著
峠しぐれ 葉室　麟　著
死と砂時計 鳥飼　否宇　著
福も来た 群　ようこ　著
いちばん近くて遠い 小手鞠　るい　著
風の如く　吉田松陰篇 富樫　倫太郎　著
キミの名前 朱川　湊人　著
はじめてのママでも作れる通園・通学グッズ   御苑 あきこ　著
きほんのラッピング便利帳 包むファクトリー　監
子どもたちの未来を考えてみた 乙武　洋匡　著
何度も作りたくなる四季のパン 幸栄　著
日本めん食文化の一三〇〇年 奥村　彪生　著
寄り道ふらふら外国語 黒田　龍之助　著
すべてのドアは、入り口である。 原田　マハ　著

かいけつゾロリのクイズ王 原　ゆたか　作
捨て犬・未来と子犬のマーチ 今西　乃子　著
ぼくらの一日校長 宗田　理　作
消えた犬と野原の魔法 フィリパ・ピアス　作
カエルになったお姫さま アニー・Ｍ・Ｇ・Ｓ　作
発明対決　４ ゴムドリｃｏ．文
のりもの日本一周！ 小賀野　実　監
家庭でマスター！小学生のスマホ免許 遠藤　美季　著
いつでもしろくま 斉藤　洋　作
トムとジェリーのナゾトキ探偵団 濱　美由紀　作画
ぶんぶんおばけ なかがわ　ちひろ　さく
ウルトラマンをつくったひとたち 飯塚　さだお　さく
さがして！みつけて！ベイマックス 中井  はるの　訳
ねこどんなかお 村上　しいこ　文
いきものとこや 塚本  やすし　さく
へのかっぱ（慣用句えほん） 飯野　和好　さく



西合志図書館　☎ 242-5555　　合志図書館　☎ 248-5754　　泉ヶ丘市民センター図書館 ☎ 247-1315
※ 3・4月の休館日は 23ページのお知らせカレンダーをご覧ください。

※移動図書館車の貸し出し時間は約 20 分です。
　早めにお越しください。移動

ひまわりドンちゃん号
図書館車巡回

月　日 巡　回　地 時間

３月 10日
（火）

みずき台東側公園
みずき台集会所予定地
東須屋区公民館
須屋市民センター
上須屋学習センター

13:30
14:00
14:30
15:00
15:30

3 月 11日
（水）

新開区公民館
黒石区公民館
黒石市民センター
農研宿舎A棟前

13:30
14:00
14:30
15:00

月　日 巡　回　地 時間

３月 17日
（火）

南陽区公園前
西須屋団地区集会所前
県営住宅区５棟前駐車場
榎ノ本元気な家ひまわり前

13:30
14:00
14:30
15:00

３月 18日
（水）

合志中央団地前
みどり館
辻久保区学習センター
弘生区耕地整理記念碑横

13:30
14:00
14:30
15:00

３月 24日
（火）

(元）つどいの広場
橋ノ元街区公園入口
ユトリック区公民館前
北区構造改善センター

13:30
14:00
14:30
15:00

月　日 巡　回　地 時間

３月 25日
（水） ふれあい館 10:10

４月１日
（水）

菊香園 2号館
くぬぎ園・白鳩園
ケアハウス菊香園

13:30
14:00
14:40

４月７日
（火）

合志中央団地
みどり館
合生文化会館
黒松区公民館
上生区禁酒記念碑前

13:30
14:00
14:30
15:00
15:30

フルートで贈るおはなし会

― 西合志図書館天文台イベント情報 ―

皆既月食観望会

星空観望会

フルートの音色にのせて、おはなしをお届けします。

と　き　3月 29日（日）午後２時～（40分程度）
ところ　西合志図書館　集会室
出　演　デュオ・ドレミ（松村光子、吉永洋子）
対　象　幼児～小学生
　　　　（誰でも自由に参加できます）
参加費　無料
問い合わせ先　西合志図書館

泉ヶ丘市民センター図書館の
臨時休館について

雑誌スポンサーを募集します

　4 月 11 日（土）・12 日（日）は熊本県議会議員選挙の
ため泉ヶ丘市民センター図書館は臨時休館します。
　ただし、選挙が無投票となった場合は通常どおり開館し
ます。

　雑誌スポンサーとは、図書館の雑誌充実のために支援す
る企業・団体のことです。雑誌そのものを寄贈するのでは
なく、図書館所蔵の雑誌の年間購読料を負担することで、
その雑誌の最新号カバーにスポンサー名、広告を掲載する
ことができます。掲載できない広告もありますので、詳し
くはおたずねください。

ところ　西合志図書館天文台　問い合わせ先　西合志図書館
※雨天・曇天の場合は中止します　※参加費無料

皆既月食とは、月が地球の影に隠れて見えなくなってしまう
天文現象です。今回は月食の始まりから終わりまで一連の現
象を観察することができます。
と　き　４月4日（土）午後7時～9時 30分

と　き　毎週土曜日　午後7時～9時 30分

申込期間　　４月より随時募集
募集対象　　企業・商店・公共的団体など（個人除く）
申し込み・問い合わせ先　西合志図書館　　

スポンサー名と広告の掲載された雑誌の例。写真
は「広報こうし」を雑誌に見立てています。



　広い畑で、季節を通して美味しい野菜作りを学んでみませんか。

●内　容　季節の野菜の植え付け・栽培・収穫など
●講　師　衛藤　義廣さん（野付）
●と　き　開講日　4月23日(木) 午前9時～11時

開講日以降は毎週木曜日 午前9時～11時
平成28年2月まで開催（全45回）

●ところ　合志市学習農園（ヴィーブル東側）
●受講料　3,000円
●材料代　年間4,000円程度
●募集人数　25人程度

●申込方法
はがきに教室名・住所・氏名・年齢・電話番号を記入
してお申し込みください。定員を超えた場合は抽選で
決定し、結果ははがきでお知らせします。

●申込期限　4月6日（月）必着
●申し込み・問い合わせ先
〒861-1116　合志市福原2922
合志市総合センターヴィーブル内　生涯学習課

生涯学習主催事業　野菜作り教室 受講生募集

　妙泉寺公園や弁天山公園、竹迫城跡公園など、桜の名所
を巡りながら合志の史跡や歴史などについて学びます。
●と　き　３月30日（月）午前９時～午後３時

（小雨決行）
●集　合　午前9時　ヴィーブル

午前9時20分　御代志市民センター
●対　象　市民（30人）

応募多数の場合、初めての参加者を優先して
抽選し、結果は電話でお知らせします。

●参加費　600円（昼食代）
昼食は菊池のまんま上庄女性部・上庄ひこば
えの会による手作り弁当です。

●申込方法　電話でお申し込みください。
●申込期限　３月25日（水）午後５時
●その他　運動靴や歩きやすい服装でお越しください。

第４回ふるさと探訪
まちめぐりバス参加者募集

　市総合型地域スポーツクラブ「クラブにしごうし」の
名称が、４月から「クラブこうし」に変わります。クラ
ブ名変更に伴い、さらに親しみやすいクラブを目指して
市民の皆さんの健康と笑顔のために元気に活動していき
ます。
　総合型地域スポーツクラブでは、子どもから高齢者ま
で幅広い年代の人が気軽にスポーツなどを楽しむことが
できます。会員は随時募集中です。

●申し込み・問い合わせ先
クラブにしごうし事務局
（ヴィーブル内）
☎080-5202-2454
ホームページ
http://sougougata.
jimdo.com/

クラブにしごうしが名称変更
「クラブこうし」に変わります

クラブこうしキャラクター
こうしちゃん

弁天山公園

ィーブルヴ ミュニティコ＆ 情報
トレーニングルーム・合志歴史資料館・合志図書館　月末休館日　３月31日（火）

申し込み・問い合わせ先　ヴィーブル　☎248-5555
ヴィーブルくん
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児童館は、児童に健全な遊び場・機会を提供し子ど
もが心身ともに豊かな発達ができるよう支援すると
ころです。行事の詳しい内容は各児童館にお問い合
わせください。なお、合志市子育てサイトに各児童
館だよりを掲載しています。
合志市子育てサイト　
http://kosodate.city.koshi.lg.jp/

※お金やゲーム機など貴重品は持ってこないように、また、
　持たせないようにしてください。

児童館だより

すてきなバッジをつくろう

●と　き　3月28日（土）午前10時～午後4時
●対　象　誰でも参加できます（幼児は保護者同伴）
●参加費　無料
●内　容　プラ板にすきな絵を描いて自分だけのバッ

ジをつくろう。

　※申込みは不要です。

オリジナルヨーヨーであそぼう

●と　き　3月25日（水）午後2時～4時
●対　象　小・中学生
●定　員　20人（当日の先着順）
●参加費　無料
●内　容　木製ヨーヨーに絵を描いて遊びます。

春を感じよう！たけのこ掘り＆羽釜でご飯づくり

●と　き　4月4日（土）午前9時30分～午後1時
（雨天中止）

●ところ　黒石区プレーパーク（オオヤブファーム近く）
●対　象　小学生以上の親子

幼児の参加はご相談ください。
●定　員　10組程度
●参加費　1人100円、米1合
●内　容　たけのこ掘りのあと、たけのこご飯やみそ汁

を作ります。

●持ってくるもの
　汚れてもいい服装、軍手
長靴または足袋、飲み物
（あれば）自分で食べるおか
ずや漬物
●申込開始
　3月19日（木）午前9時～
※電話での仮予約可。
ふれあい館窓口で入金後、
本予約となります。

☎248-3453
泉ヶ丘市民センター児童館 開館時間／午前8時30分～午後5時（10月～5月）

休 館 日／月曜日、第2日曜日、祝日
(春休み期間中は月曜開館、日曜休館）

西児童館 ☎242-7008
開館時間／午前8時30分～午後5時15分
休 館 日／祝日、第4月曜日

東児童館 ☎248-5203
開館時間／午前8時30分～午後5時（10月～5月）
休 館 日／月曜日、第2日曜日、祝日
(春休み期間中は月曜開館、日曜休館）
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消
費
者
側
が
確
認
す
る
す
べ
は
あ
り
ま
せ

ん
。
Ｃ
Ｏ
２
排
出
権
の
価
格
と
為
替
レ
ー
ト

の
変
動
が
損
益
に
関
わ
る
た
め
、
仕
組
み
が

複
雑
で
リ
ス
ク
の
高
い
、
素
人
に
は
難
し
い

取
引
と
も
い
え
ま
す
。

対
策

　

こ
の
事
例
は
振
り
込
み
か
ら
８
日
間
以
内

で
あ
っ
た
た
め
、
ク
ー
リ
ン
グ･

オ
フ
の
申

し
出
を
す
る
こ
と
で
全
額
返
金
と
な
り
ま
し

た
。
ク
ー
リ
ン
グ･

オ
フ
が
で
き
な
い
場
合

で
も
、
書
面
不
備
や
絶
対
に
も
う
か
る
と
言

わ
れ
理
解
で
き
な
い
ま
ま
契
約
さ
せ
ら
れ
た

な
ど
の
問
題
点
が
あ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る

た
め
、
ま
ず
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
合
志
庁
舎
２
階　

総
務
課
内
）

　

☎（
２
４
８
）５
４
４
２

相
談
受
付
時
間　

　

平
日　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
～
Ｃ
Ｏ
２
排
出
権
取
引
の
契
約
～

相
談
事
例　

　

一
人
住
ま
い
の
80
歳
の
母
に
、「
地
球
温

暖
化
防
止
の
た
め
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
量
削
減
が

求
め
ら
れ
て
お
り
、
今
後
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
権

が
高
値
で
取
引
さ
れ
る
。
絶
対
に
も
う
か
る

の
で
少
し
投
資
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
」
と
業

者
か
ら
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。
後
日
、
業

者
が
突
然
訪
問
し
て
き
た
。
母
は
取
引
の
仕

組
み
な
ど
は
あ
ま
り
理
解
で
き
な
か
っ
た

が
、
環
境
保
全
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
い
、

１
０
０
万
円
を
振
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
先

日
、
業
者
か
ら
取
引
報
告
書
が
届
き
、
元
本

割
れ
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
母
は
元

本
割
れ
す
る
リ
ス
ク
に
つ
い
て
聞
い
て
い
な

い
と
言
っ
て
い
る
。
解
約
さ
せ
た
い
。

（
相
談
者　

40
歳
代　

女
性
）

解
説　

　

こ
れ
は
、
業
者
が
顧
客
か
ら
証
拠
金
を
預

か
り
証
拠
金
の
千
倍
も
の
金
額
で
Ｃ
Ｏ
２
排

出
権
の
取
引
を
仲
介
す
る
契
約
で
、
実
際
に

仲
介
さ
れ
た
取
引
が
行
な
わ
れ
た
か
ど
う
か

　

し
か
し
、
そ
ん
な
私
も
妻
に
は
つ
い

つ
い
甘
え
が
ち
に
な
り
ま
す
。
夫
婦
は

以
心
伝
心
し
て
い
る
と
錯
覚
す
る
こ
と

も
あ
り
、
言
わ
な
く
て
も
お
互
い
を
理

解
で
き
る
と
思
い
が
ち
で
す
。
実
際
に

私
も
そ
う
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
お
互

い
に
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
語
り
合
っ
て

い
る
家
庭
の
方
が
円
満
な
場
合
が
多
い

そ
う
で
す
。
私
の
周
り
も
、
そ
う
い
う

家
庭
の
方
が
円
満
に
暮
ら
し
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　

相
手
の
立
場
に
立
つ
、
相
手
を
思
い

や
る
と
い
う
事
は
ど
ん
な
時
で
も
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。「
偏
見
の
目
で
は
な

く
、
寄
り
添
う
気
持
ち
」
を
持
つ
こ
と

は
、
素
敵
な
人
生
を
送
り
、
さ
ら
に
は

性
別
、
文
化
な
ど
を
越
え
る
。
そ
れ
が

男
女
共
同
参
画
へ
の
第
一
歩
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
度
か
ら
男
女
共
同
参
画
推
進
懇

話
会
委
員
の
一
員
と
し
て
参
加
し
て
い

ま
す
。
右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
若
輩
者

で
す
が
、
精
一
杯
務
め
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

私
の
人
生
で
一
番
の
出
来
事
は
、
素

敵
な
パ
ー
ト
ナ
ー
に
巡
り
合
え
た
こ
と

で
す
。
妻
と
は
19
歳
の
と
き
に
専
門
学

校
で
出
会
い
、
25
歳
で
結
婚
、
７
年
ほ

ど
前
に
合
志
市
に
引
っ
越
し
て
き
ま
し

た
。
今
で
は
２
人
の
子
ど
も
を
育
て
な

が
ら
生
活
を
し
て
い
ま
す
。
互
い
に
実

家
は
離
れ
て
お
り
、
２
人
と
も
仕
事
を

し
て
い
る
た
め
家
庭
の
事
は
分
担
し
て

行
な
っ
て
い
ま
す
。
私
は
掃
除
が
大
の

苦
手
で
あ
る
た
め
、
家
の
掃
除
は
妻
に

頼
り
、
そ
の
分
、
料
理
や
育
児
を
し
て

い
ま
す
。
苦
手
な
部
分
は
カ
バ
ー
し
合

え
る
い
い
夫
婦
だ
と
自
負
し
て
い
ま

す
。

市男女共同参画
推進懇話会委員

米田　稔



雨
ご
い
お
ど
り
は
支
え
合
い
の
証
し

　

昨
年
12
月
、
本
校
の
子
ど
も
た
ち
は
、
市

人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
地
域
に
伝
わ
る
雨

ご
い
お
ど
り
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
20
年
ほ
ど
前
か
ら
運
動
会
の
全

校
ダ
ン
ス
で
子
ど
も
た
ち
が
毎
年
披
露
し
て

い
る
も
の
で
す
。
水
不
足
の
際
、
雨
が
降
る

こ
と
を
願
っ
て
昭
和
初
期
ま
で
こ
の
地
域
で

行
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

発
表
に
あ
た
り
、
雨
ご
い
お
ど
り
に
つ
い

て
学
習
し
て
い
く
中
で
、
子
ど
も
た
ち
は
、

地
域
の
人
々
が
生
活
の
た
め
に
助
け
合
い
、

支
え
合
い
な
が
ら
生
き
ぬ
い
て
き
た
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。

て
教
え
合
う
学
習
や
、
頭
と
体
を
使
っ
て
楽

し
む
ゲ
ー
ム
、
地
域
の
人
か
ら
教
わ
る
昔
遊

び
や
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
、
交
流
を
通
し

て
地
域
の
人
と
の
絆
を
深
め
て
い
ま
す
。

子どもたちの雨ごいおどり

学んだことを紙芝居と共に発表

歌やゲームを通して楽しく人権学習

　

西
合
志
第
一
小
学
校
は
、
学
級
数
７
、
児

童
数
69
人
で
、
そ
の
校
区
は
本
市
の
北
西
部

に
位
置
し
、
菊
池
市
と
隣
接
し
て
い
ま
す
。

学
校
周
辺
か
ら
校
区
北
部
に
か
け
て
は
、
田

畑
や
雑
木
林
が
点
在
す
る
の
ど
か
な
田
園
地

帯
と
な
っ
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
は
豊
か
な

自
然
環
境
の
中
、
学
年
の
垣
根
を
超
え
て
互

い
に
仲
良
く
学
び
合
っ
て
い
ま
す
。

わ
く
わ
く
木
曜
会
で
仲
間
づ
く
り

　

本
校
で
は
、
地
域
活
動
の
拠
点
で
あ
る
合

生
文
化
会
館
と
協
力
し
て
わ
く
わ
く
木
曜
会

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
参
加
は
自
由
で
、
現

在
は
全
校
児
童
の
う
ち
約
半
数
が
参
加
し
て

い
ま
す
。

　

次
の
５
つ
の
方
針
の
も
と
、
地
域
の
人
た

ち
と
の
交
流
や
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
を
通

し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
人
権
意
識
を
高
め
、

一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る
力
を
身
に
つ
け

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
学
年
を
超
え

　

子
ど
も
た
ち
は
こ
の
取
り
組
み
か
ら
、
お

互
い
に
支
え
合
い
人
権
を
大
切
に
す
る
こ
と

で
厳
し
い
環
境
を
生
き
ぬ
く
力
が
生
ま
れ
る

こ
と
、
仲
間
づ
く
り
や
地
域
の
絆
、
文
化
を

受
け
継
い
で
い
く
こ
と
の
大
切
さ
に
気
づ

き
、
発
表
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

取
り
組
ん
だ
子
ど
も
た
ち
の
感
想

・
昔
は
雨
が
降
ら
ず
と
て
も
困
り
、
水
が
欲

し
い
か
ら
村
ど
う
し
で
け
ん
か
を
す
る
と

こ
ろ
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
で
も
こ
の
村

で
は
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
い
た
こ
と
が

す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

・
水
が
人
々
の
命
を
つ
な
ぐ
も
の
だ
と
知
り

ま
し
た
。
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
は
大
事
だ

と
思
い
ま
し
た
。

・
先
輩
た
ち
が
復
活
さ
せ
て
く
れ
た
「
雨
ご

い
お
ど
り
」
を
も
っ
と
み
ん
な
に
知
っ
て

も
ら
い
、
こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
踊
り
続

け
て
い
き
た
い
で
す
。

　

今
後
も
学
校
、
保
護
者
、
合
生
文
化
会
館

が
協
力
し
て
、
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
誇
り
に

思
い
、
地
域
の
行
事
や
伝
統
を
受
け
継
い
で

い
け
る
よ
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
働
き
掛
け
を

続
け
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
活
動
を
通
し
て
、

子
ど
も
た
ち
が
自
分
と
同
じ
よ
う
に
友
だ
ち

も
大
切
に
し
、
支
え
合
い
、
思
い
や
り
の
心
、

か
け
が
え
の
な
い
命
を
大
切
で
き
る
よ
う
人

権
教
育
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

西
合
志
第
一
小
学
校
の
取
り
組
み

〜
夢
や
希
望
を
持
ち
、
自
ら
学
び

　
心
豊
か
に
生
き
る
児
童
の
育
成
〜

①
児
童
が
主
体
と
な
り
、
児
童
同
士
が
つ
な

が
っ
て
い
く
よ
う
な
活
動
を
行
な
う

②
基
礎
的
な
学
習
の
時
間
を
設
け
、
一
人
ひ

と
り
の
学
力
の
保
障
に
努
め
る

③
も
の
ご
と
を
正
し
く
知
る
こ
と
や
、
人
の

思
い
を
考
え
合
う
こ
と
を
通
し
て
、
人
と

つ
な
が
り
あ
え
る
児
童
を
育
て
る

④
地
域
を
知
り
、
児
童
が
自
分
の
ふ
る
さ
と
を

愛
す
る
心
情
を
持
つ
よ
う
、
地
域
の
人
材
と

の
交
流
を
図
る

⑤
合
生
文
化
会
館
が
地
域
活
動
の
拠
点
と
な
る

よ
う
、
自
然
に
児
童
が
集
ま
れ
る
よ
う
な
場

の
確
保
を
行
な
う

人
権
教
育
シ
リ
ー
ズ
○

市
で
は
人
権
教
育
の
推
進
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
や
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
取
り
組
み
の
内
容
や
情
報
を
定
期
的
に
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

人
権
教
育
シ
リ
ー
ズ
○24



間違 さがさささい し
　上・下の絵から「7 つ」違いを探し、答えをはがきに書いて送ってく
ださい。正解者の中から 10 人に、「図書カード（500円分）」をプレゼ
ント。当選者の発表は発送をもって代えます。

●締め切り　３月31日（火）必着
●応募方法　はがきに必要事項を記入して、
　　　　　　ご応募ください。

＜裏面＞

３月号
①□□□□　⑤□□□□
②□□□□　⑥□□□□
③□□□□　⑦□□□□
④□□□□

住所・氏名・年齢・
電話番号
ご意見、ご感想など

8 6 1 1 1 9 5

合
志
市
役
所

「
間
違
い
さ
が
し
」
係

先月号の答え

※先月号の間違いは、７つではなく
８つありました。お詫びいたします。 絵　佐藤峰子さん（黒石団地）

リコピンはトマトに含まれる栄養素の一つです。
桃太郎ゴールドのリコピンは「シス体リコピン」
と呼ばれ、赤色トマトに含まれるリコピンよりも
体内に吸収されやすいといわれています。

色だけじゃなく、栄養面でも
“ゴールド” な桃太郎ゴールド

問い合わせ先　　一般社団法人 クラッシーノこうし　☎342‐5554　FAX 342‐5550
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ホームページ  http://www.klassino-koshi.jp

合志市物産館「弁天」　　☎342-5554
営）午前９時～午後７時　 休）第２木曜日

農家マーケット合志市物産館「弁天」では
生産者を募集中です！お問い合わせください。

（株）緒方エッグファーム
かぐや姫たまごのかすてら
保存料、添加物など一切使用せず自然の
材料だけで作る安全安心のカステラです。

（株）緒方エッグファーム
かぐや姫たまごのかすてら
保存料、添加物など一切使用せず自然の
材料だけで作る安全安心のカステラです。

　　　　　　アレンジカステラに挑戦　　　　　　アレンジカステラに挑戦

合志ブランド認証品の楽しみ方 第13弾

販売者　(株)緒方エッグファーム
☎242-3873　住）合生2121-1

そのまま食べても十分おいしいですが、ちょっと
したアレンジで色々なデザートに大変身！
お子さんとチャレンジしてみませんか。

きれいな黄色の桃太郎トマト。
その色から柿と間違われること
も…。甘さと酸味のバランスが
よく、肉質がしっかりしていま
す。物産館で販売中です。

農家マーケット　合志市物産館「弁天」農家マーケット　合志市物産館「弁天」

今月の旬情報
黄色い新生！桃太郎ゴールド

冷凍したカステラにアイ
スや生クリーム、フルー
ツを添えてパフェ風に。
余ってしまったカステラ
も、冷凍しておけばおい
しいスイーツに。

たっぷりのバターで少し
焦げ目がつく程度に焼く
と、外はカリッと中は
しっとり♥
フレンチトースト風に大
変身。

冷凍で
パフェ風

フライパンで
フレンチトースト風

農家マーケット合志市物産館「弁天」でも販売しています！



休◆

３/5木 6金 7土
３歳児健診■健
13:15 〜 13:45
ふれあい館
図書館延長開館■西
20:00 まで
西合志図書館

星空観望会■西
19:00 〜 21:30
西合志図書館天文台

8日 9月 10火 11水 12木 13金 14土
窓口証明業務
日曜日開庁■市 ■税
9:00 〜 13:00
合志庁舎
コミュニティ学習発表会■生 
御代志市民センター
9:30 〜 12:00
黒石市民センター
10:00 〜 12:00
須屋市民センター
13:00 〜 16:00
野々島公民館
13:00 〜 16:00

健康育児相談■健
9:30 〜 11:00
ふれあい館

１歳６カ月児健診■健
13:15 〜 13:45
ふれあい館
こころの相談■健
13:45 〜要予約
西合志庁舎
法律・行政・
心配ごと相談■社
10:00 〜 14:30
みどり館

健康育児相談■健
9:30 〜 11:00
泉ヶ丘市民センター
図書館延長開館■西
20:00 まで
西合志図書館

マタニティ学級■健
13:30 〜 15:30
ふれあい館

星空観望会■西
19:00 〜 21:30
西合志図書館天文台

15日 16月 17火 18水 19木 20金 21土
窓口証明業務
日曜日開庁■市 ■税
9:00 〜 13:00
合志庁舎

１歳６カ月児健診■健
13:15 〜 13:45
泉ヶ丘市民センター

７カ月児健診■健
13:15 〜 13:45
ふれあい館
ブックスタート■西
14:00 〜 16:30
ふれあい館

４カ月児健診■健
13:15 〜 13:45
ふれあい館
図書館延長開館■西
20:00 まで
西合志図書館

法律・行政・
心配ごと相談■社
10:00 〜 14:30
西合志庁舎

星空観望会■西
19:00 〜 21:30
西合志図書館天文台
春ウオークラリー
大会■生
8:30 〜 12:30
ヴィーブル

22日 23月 24火 25水 26木 27金 28土
窓口証明業務
日曜日開庁■市 ■税
9:00 〜 13:00
合志庁舎

７カ月児健診■健
13:15 〜 13:45
泉ヶ丘市民センター
ブックスタート■合
14:00 〜 16:30
泉ケ丘市民センター
高齢者教養講座
ことぶき大学合同閉講式■生
10:00 〜 12:00
ヴィーブル文化会館

図書館延長開館■西
20:00 まで
西合志図書館

４カ月児健診■健
13:15 〜 13:45
泉ヶ丘市民センター

星空観望会■西
19:00 〜 21:30
西合志図書館天文台

29日 30月 31火 ４/1水 2木 3金 4土
窓口証明業務
日曜日開庁■市 ■税
9:00 〜 13:00
合志庁舎

法律・行政・
心配ごと相談■社
10:00 〜 14:30
泉ヶ丘市民センター

図書館延長開館■西
20:00 まで
西合志図書館

皆既月食観望会■西
19:00 〜 21:30
西合志図書館天文台
合志市カントリーパーク
リレーマラソン2015 ■生
9:30 〜 15:00
カントリーパーク

5日 6月 7火 8水 9木 10金 11土
窓口証明業務
日曜日開庁■市 ■税
9:00 〜 13:00
合志庁舎

３歳児健診■健
13:15 〜 13:45
泉ヶ丘市民センター

１歳６カ月児健診■健
13:15 〜 13:45
ふれあい館

３歳児健診■健
13:15 〜 13:45
ふれあい館
図書館延長開館■西
20:00 まで
西合志図書館

法律・行政・
心配ごと相談■社
10:00 〜 14:30
みどり館

星空観望会■西
19:30 〜 21:30
西合志図書館天文台

消費生活センター
家庭児童・女性相談窓口
黒石原演習場関係

相談方法……電話・来庁 ☎ 248-5442　ところ……合志庁舎 総務課内 消費生活センター
相談方法……電話・来庁 ☎ 242-1240　ところ……西合志庁舎 子育て支援課内 家庭児童・女性相談室
総務課　総務・男女共同参画班 ☎ 248-1112

問
い
合
わ
せ
先

合志市役所
合志庁舎………☎ 248 － 1111（代）
〒 861-1195 合志市竹迫 2140
西合志庁舎……☎ 242 － 1111（代）
〒 861-1193 合志市御代志 1661-1
■市市民課 ☎ 248 － 1113　■税税務課 ☎ 248 － 1114　■健健康づくり推進課 ☎ 242 － 1183　■生生涯学習課 ☎ 248 － 5555
■西西合志図書館 ☎ 242 － 5555　■合合志図書館 ☎ 248 － 5754　■社合志市社会福祉協議会 ☎ 242 － 7000

須屋支所……………☎ 345 － 4400
泉ヶ丘支所（市民センター）☎ 248 － 3453
御代志市民センター☎ 242 － 1190
ヴィーブル…………☎ 248 － 5555
みどり館……………☎ 248 － 0400

ふれあい館…………☎ 242 － 7000
三つの木の家………☎ 248 － 6277
老人憩の家…………☎ 242 － 2030
西合志図書館………☎ 242 － 5555
合志図書館…………☎ 248 － 5754

ユーパレス弁天……☎ 348 － 2626
人権ふれあいセンター☎ 248 － 3893
合生文化会館………☎ 242 － 3218

お知らせ カレンダー
C A L E N D A R

●コミュニティ施設休館
  （御代志市民センター・須屋市民センター・黒石市民センター・野々島公民館）
▲ヴィーブル休館・市民体育館休館　◎みどり館休館
★市立図書館休館　■老人憩いの家休館　◆ふれあい館休館

③～④月

休●▲★■◆

休●▲★■◆

休●▲★■◆

休●▲★■◆

休●▲★■◆

休◎

休◎

休★◎

休◎

休◎



ひろば市民 の
少年柔道大会で準優勝

全国エアロビック選手権大会出場

　１月11日、宮崎県で行なわれた第13回夕刊デイ
リー新聞社旗争奪少年柔道大会で、田上力斗さん
（西合志南小１年・須屋）が準優勝しました。
　４歳で柔道を始め、現在も週５回の厳しい練習
に励む田上さん。「次は優勝できるよう、これから
も頑張ります」と、小さな体に込められた熱い思
いを語りました。

　１月25日、静岡県で行なわれた全国エアロビッ
ク選手権大会で、ジュニア部門トリオの部に川畑
愛花里さん（合志南小５年・桜路）・結愛さん（３
年）・光佳流さん（１年）きょうだいが出場しまし
た。息を合わせ、厳しい福岡大会予選を勝ち抜い
て出場したこの全国大会、光佳流さんは大会最年
少出場者となりました。

民生・児童委員表彰

100歳おめでとうございます

　長きにわたり民生・児童委員を務めた、市民
生・児童委員協議会連合会会長の古荘律子さん
（新栄温泉団地）が社会福祉功労者厚生労働大臣
表彰を、市東部民生・児童委員協議会副会長の竹
田節子さん（永江団地）が全国社会福祉協議会会
長表彰を受けました。
　２人は、長年の活動で地域福祉への貢献が顕著で
ある点が高く評価され、今回の表彰となりました。

石川　アサヲさん
大正４年２月17日生

　2月に満100歳を迎え
た人に、市長からのお
祝い状とお祝金が贈ら
れました。

これからも上位を目指して頑張ります

とびきりのスマイルでこれからも頑張ります表彰された竹田さん（左）と古荘さん（右）

ち
ど
りふで

動
き の

携帯用サイト
仁

　
今
月
の
表
紙
は
子
ど
も
た
ち
の
バ
ー
ム
ク
ー

ヘ
ン
作
り
体
験
で
し
た
。
８
家
族
21
人
が
参
加

し
、
協
力
し
な
が
ら
和
気
あ
い
あ
い
と
バ
ー
ム

ク
ー
ヘ
ン
を
焼
き
上
げ
ま
し
た
。

　
広
報
用
の
写
真
を
撮
ろ
う
と
カ
メ
ラ
を
構
え

た
私
で
し
た
が
、
撮
っ
た
写
真
を
見
返
し
て
あ

ら
た
め
て
実
感
。
写
っ
て
い
る
人
の
表
情
が
豊

か
だ
と
、
写
真
を
眺
め
る
の
が
楽
し
く
な
り
ま

す
。
表
紙
の
子
ど
も
た
ち
の
表
情
は
三
者
三
様

で
す
。
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
て
、
私
の
撮

影
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
未
熟
さ
を
カ
バ
ー
し
て
く
れ

て
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
。

　
足
り
な
い
と
こ
ろ
は
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
が
、
写
真
を
見
る
人
、
撮
ら
れ
る
人
、

み
ん
な
が
喜
ん
で
く
れ
る
よ
う
、
も
っ
と
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

※１月末現在
（　）内は前月比

58,924（＋    51）人　口

22,306（＋    30）世　帯

出　生……56
死　亡……44

転　入……169
転　出……130

発行／合志市
編集／企画課
☎248－1813
〒861－1195
熊本県合志市竹迫2140
ホームページアドレス
http://www.city.koshi.lg.jp
Eメール kikaku@city.koshi.lg.jp
発行日/平成27年3月5日

寒
い
時
期
は
、
夕
方
か
ら
電
力
需
要

が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
生

活
や
健
康
に
支
障
な
い
範
囲
で
の

節
電
を
お
願
い
し
ま
す
。


